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平成２８年第１３回教育委員会会議 

平成２８年１１月９日 

 

午前 ９時３０分 開会 

１ 開会宣言 

○葛西教育長 ただいまから平成２８年第１３回教育委員会会議を開会いたします。 

 会期は本日限りといたします。 

 本日の会議の欠席者を教育総務課長から報告願います。 

○長谷川教育総務課長 本日、人権・同和教育課長、社会教育課長が欠席となっておりま

す。 

○葛西教育長 傍聴者はお見えですか。 

○加藤教育総務課主幹 本日、傍聴の方はいらっしゃいません。 

 

２ 会議録署名者の決定 

○葛西教育長 それでは、会議録署名者の決定に移ります。 

 お諮りいたします。 

 本委員会の会議録署名者として、加藤委員と杉浦委員とで行いたいと思いますが、ご異

議はございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○葛西教育長 ご異議がないようですから、提案どおり決定いたします。 

 

３ 議事 

○葛西教育長 それでは、これより議事に入ります。 

 本日は、議案３件、協議事項２件、報告事項２件ですが、協議事項については、市議会

等の関係から、非公開にて審議したいと思います。 

 委員の皆さん、ご異議はございませんか。よろしいですか。 

（「異議なし」の声あり） 

○葛西教育長 ご異議がないようですから、後ほど非公開といたします。 

 

（１）議案 



 -2- 

 議案第２７号 四日市市運動施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正につ

いて 

 議案第２８号 四日市市桜運動施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正に

ついて 

 議案第２９号 四日市ドーム管理規則の一部改正について 

○葛西教育長 それでは、まず、議案に入ります。 

 議案３件については、関連した議案ですので、スポーツ課長から一括して説明をお願い

します。 

○川森スポーツ課長 スポーツ課の川森でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案２７号、２８号、２９号それぞれ、２７号は四日市市の運動施設の関係

の規則、２８号は桜運動施設の関係の規則、２９号は四日市ドームの関係の規則の改正で

ございます。 

 ２７号は、１条、２条、３条ということで分かれてございまして、これにつきましては

施行期日が異なるということで、それぞれ３つに分けて上げさせていただいてございます。 

 それでは、まず、議案第２７号の四日市市運動施設の設置及び管理に関する条例施行規

則の一部改正ということでございます。 

 まず、第１条でございます。現在、四日市市運動施設の中で、中央緑地野球場というの

がこれまでございましたけれども、現在、国体に向けて施設整備を進めている中で、先ほ

ど申し上げました中央緑地野球場については、前回の条例改正で廃止にさせていただきま

した。これに伴いまして、規則の中でも、中央緑地野球場という表現のところにつきまし

て文言を削除するというものでございます。 

 条例におきましては、平成２８年１１月１日施行としてございますが、６ページをちょ

っと見ていただきたいんですが、今回の運動施設につきましては、施行期日、第１条につ

きましては１１月９日ということにさせていただいております。 

 これは、大変申しわけなく思っておりますけれども、教育委員会の定例会議との絡みが

ございまして、ここで承認を得てから改正するということで、１１月９日と施行期日をさ

せていただくということにお願いしたいなと思っているところでございます。 

 続きまして、４ページ、同じく四日市市運動施設の設置及び管理に関する条例の規則で

ございますけれども、これにつきましては、別表第３というのがございまして、ここに設

備器具等の利用料の限度額を変えさせていただくというものでございますけれども、金額
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というよりも、空調の更新をしまして、これまで冷房装置のみであったものが、冷暖房装

置となりましたので、暖房時における設備器具の利用料も徴収させていただくということ

で、冷房装置を冷暖房装置という文言に変えさせていただいているところでございます。 

 それから、第３条でございます。 

 ５ページをお願いします。 

 こちらにつきましては、同じく四日市市運動施設の設置条例の施行規則でございますが、

以前に認定こども園の設置に係る条例が制定されまして、その中で運動施設の設置条例も

改正させていただいたところでございますけれども、これに伴い条例施行規則につきまし

ても、減免規定に認定こども園というのを追加しようというものでございます。 

 それぞれ６ページにございますように、施行期日を１条につきましては１１月９日、２

条につきましては２９年の１月１日、第３条につきましては２９年の４月１日ということ

にしてございます。特に第３条につきましては、条例の施行そのものが４月１日でござい

ますので、それに合わせた改正という施行期日になっておりますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

 そして、議案第２８号、７ページでございます。 

 これにつきましても、同じく認定こども園という表現につきまして、減免規定で追加を

させていただいたという内容のものでございます。同じく施行期日につきましては、４月

１日ということでございます。 

 それから、９ページ、議案第２９号、ドームの管理規則の一部改正でございますけれど

も、これも同じく認定こども園を減免対象にするということで追加をさせていただいたも

のでございます。これも、施行期日は４月１日ということでございます。 

 説明は以上でございます。 

○葛西教育長 議案第２７号、議案第２８号、議案第２９号、説明がございましたが、よ

ろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○葛西教育長 じゃ、ご異議がなければ、採択といたします。 

 

（２）報告 

 １ 平成２８年度の教育委員会の点検及び評価について 

○葛西教育長 続いて、報告事項に入ります。 
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 まず、平成２８年度の教育委員会の点検及び評価について説明をお願いします。 

○長谷川教育総務課長 資料は、平成２８年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価等に学識経験者の知見の活用を図るための実施計画ということで、Ａ４が２

枚、裏表３ページ物の資料をお配りしております。その資料に基づきましてご説明をさせ

ていただきます。 

 去る１２回、１０月５日に開催していただきました定例会議におきまして、重点項目の

ご審議をいただきました。その中で、私ども４点、事務局案としてご提示させていただき

ました。 

 まず１つはＩＣＴの活用、それから少人数教育の活用、そして学びの一体化、もう一つ

は地域資源を生かした教育の推進というところで、４点の重点項目ということでお示しを

いたしまして、その際のご審議の結論といたしましては、ＩＣＴと少人数につきましては、

１つの項目にできないかと。そして、学びの一体化を行う。さらに、地域資源の活用は、

四日市公害と環境未来館の視察等で対応するということで、資料２ページ目のところで整

理しております。この資料、前回のお示しした資料とほぼ変わりございませんので、説明

は割愛させていただきまして、２ページ目の真ん中から下、施策評価重点項目というとこ

ろが本日のご報告の部分でございます。施策評価委員に視察をいただく２回の内容につき

まして、詳細を取りまとめましたので、そのご説明ということでございます。 

 まず、基本目標１、確かな学力の定着、ＩＣＴと少人数指導の活用という点では、来る

１１月１４日に八郷西小学校を視察先とさせていただきます。八郷西小学校につきまして

は、研究主題におきまして、伝え合い、考え合う授業づくり、子どもがみずから追求し合

うとする場を目指してというテーマで４年間研究をしていただいておる。その４年目とい

うことでございます。子どもが能動的に学ぶ場の追求に重点を置いた研修を進めておりま

す。そういうところで、例えば算数の専科等、取り組みをしていただいておりますので、

アクティブラーニングの視点という点も踏まえまして、視察をしていただくと。 

 先月行っていただきました北里中学校、あちらもアクティブラーニングというところで、

ご視察を、教育委員の皆様にもしていただきましたが、アクティブラーニングというとこ

ろと四日市の教育というところで視察いただきまして、またこのあたり、ご報告をさせて

いただきたいと考えております。 

 もう一点では、学びの一体化というところで、これは来る２月６日のところですが、浜

田小学校で学びの一体化の取り組みというところで、視察へ行っていただきます。こちら
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の浜田小と港中とで、１対１（１小学校と１中学校）の学びの一体化というところで取り

組んでいただいておりますが、乗り入れ授業等に効果的な実践を行っているということで

ございまして、例えば音楽や体育の中学校教員の小学校への乗り入れ、理科の小中教員に

よるティームティーチング、それから小学校教員による部活動の参観等、より連携した取

り組みをしていただいておるということもございますので、そういうところを踏まえて、

学びの一体化の充実というポイントで視察をしていただくという予定でございます。 

 このあたり、視察の内容を取りまとめましたら、また定例会でご報告をさせていただき

たいと思っております。そして、来年５月、７月には、また施策評価委員との協議という

ところも予定しておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

○葛西教育長 何かご質問、ご意見がございましたら、よろしくお願いいたします。 

 よろしいですか。 

 

 ２ 平成２８年度全国学力・学習状況調査結果の分析について 

○葛西教育長 それでは、続いて、平成２８年度全国学力・学習状況調査結果の分析につ

いて説明をお願いします。 

○廣瀬指導課長 おはようございます。事前に緑の冊子の配付をさせていただきました。

もう見ていただいたと思うんですが、簡単にご紹介をしていきたいと思います。 

 平成２８年度、１枚めくっていただくと、目次がございます。１ページからは過去５年

間の推移、調査結果の全国を１００としたときの本市の結果の経年変化、ここにつきまし

ては速報のところでご説明させていただきましたので、割愛をさせていただきます。 

 ３ページでございます。 

 正答数分布のグラフ、小学校の教科別でございますが、こちらにつきましては、昨年度

と大きく変わっているのは、例えば国語のＡでしたら、４問、５問、６問、このあたりが、

昨年度は全国より下位層が高かったんですが、１１問の全国平均正答数のところを超える

ところが厚くなっており、全体にちょっと右に寄ったというところです。国語Ｂにおきま

しても、昨年度は１問、３問というところが全国を超えていて下に厚かったんですが、こ

れも改善されて、５問、８問の層が厚くなっているというところで、点数全体が上がって

いるというところです。 

 ４ページでございますが、数学も同様に、算数Ａでは、昨年度、４問の層が厚かったん
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ですけれども、これも１４問、１５問の正答数の層が厚くなって、右肩に大きく振ったと

いうところ、それから、算数Ｂも、昨年度は１問、２問というところが全国を超えておっ

たんですけれども、６問、７問あたりの正答数に厚みがあるということで、全体改善の傾

向が進んだというのが、正答数の分布のグラフでもわかります。 

 ５ページからは、中学校のグラフですが、こちら、国語が少し弱かったところなんです

けれども、本年度、国語Ａでは、正答数２６～２８問あたりが高くなってきている。それ

から、国語のＢも、９問全問正解者の割合が全国値を大きく上回るというような形で、か

なり改善をされています。数学については、これまで同様、四日市の強みとして数学Ａで

は、２９問から右のところが厚くなっている。数学Ｂにつきましても、１１～１４問あた

りがグラフが高くなっているということで、結果、全体的にも力が定着して、高い数字を

維持することができているというところでございます。 

 ７ページ、８ページの領域別等の正答率、回答の状況ですが、先ほどの分布図でずっと

右側に寄ったことで、三角マークの全国より２ポイント低いというのがかなり減ってきま

した。また、黒印の全国よりも５ポイント低いというのはなくなっている状況で、弱みの

ところもかなり改善が進んだということが、小学校の国語、算数でもおわかりかと思いま

す。 

 ９ページが中学校ですが、中学校も同様に、三角印は若干ありますけれども、数学では

ほとんどなく、特に関数では、全国に比べても高い正答率が出ています。ただ、国語で小

学校、中学校とも共通していることは、９ページでもおわかりのとおり、漢字を書くとい

うのがやっぱり小中共通の課題で、ここが伝統的な文化と国語の特質に関する事項でマイ

ナスポイントになっているところですので、ここのあたりは系統的に丁寧に取り組んでい

く必要があるのかなと思っています。 

 １１ページからは、調査問題の分析及び課題解決に向けた指導事例というところですが、

これにつきましては、学力向上に係る研修会が小学校はもう１０月２８日に既に終わって

おります。中学校数学も１１月７日に実施しまして、直接教科を指導する教員にこの内容

については伝え、授業改善について取り組みをお願いしておるところでございます。中学

校の国語につきましては、１１月８日に実施する予定です。その内容で、主に重点的に取

り組んでいただくものについて、ここにも示しております。１６ページまでが特に指導に、

今後力点を置いていただきたいものの実例として掲載をしてございます。 

 １７ページです。 
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 １７ページからは、各質問紙の調査結果から見えてくることとして、まず、１７ページ

は、児童生徒質問紙の４年間の経年の変化、これは速報のところでも少し抜粋してご紹介

をいたしましたけれども、４つの取り組みを２５年から進めてきましたので、２５年から

の経年の４年間の変化、子どもたちの回答状況についてわかるように示しましたので、そ

このところでもお話しさせていただいたんですが、どんどんと年度を追うごとに、肯定的

回答が増えてきている状況が見てとれると思います。１７ページの最初のグラフのとおり、

国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり書いたりしていますかとい

うようなグラフが真ん中あたりにあると思うんですけれども、そちら、右方に振っている、

こういったグラフがたくさん出ていることがおわかりかと思います。 

 この点について、学力の相関につきましては、２１ページでございます。こちら、青の

グラフですけれども、当てはまる、そう思うと強く肯定回答した子どもの平均正答率を示

しました。 

 特徴的なのは、小学校においては、国語の勉強は好きですかとか、算数の勉強は好きで

すかとか、授業内容はよくわかりますかというような問いに、そう思うと強く答えた子ど

もたちの正答率が特に高くなっているということがわかります。中学校においては、それ

よりも、それも大事な要素なんですけれども、国語の左下のグラフを見ていただいたとお

り、自分の考えを書くとき考えの理由がわかるように気をつけて書いていますかであると

か、文章を読むとき段落や話のまとまりごとに内容を理解しながら読んでいますか、こう

いったこと、数学では、公式や決まりを習うときそのわけを理解するようにしていますか、

問題の解き方や考えがわかるようにノートに書いていますか、こういったのを、そう思う

と強く回答している子たちの正答率がかなり高いというようなことでございますので、こ

こに各年代に応じた指導のヒントが隠されているのではないかと。とにかく小学校では、

勉強を好きにさせることとわかるというようなことを大事にしていく。もちろん中学校で

も同じなんですが、それに加えて、論理的な思考というものを大事にしていく必要がある

のかなと考えています。 

 ２２ページからは、学習指導の取り組みの状況の改善ですが、こちらも、経年のグラフ

は見ていただいたとおりでございます。その相関が２４ページでございますが、一番上に

簡単にまとめさせていただいています。 

 これらの各項目をまとめたものでございますが、例えば２４ページの上のグラフ、小学

校４科目平均正答率って書いているグラフなんですけど、自分の考えを発表する機会が与
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えられているというのが２段目にあると思うんですが、こちら、小中とも、考えを発表す

る機会が与えられている、そう思わないという回答をした子どもが４番の点々のグラフな

んですけれども、否定的に回答した生徒の正答率は低いというようなこととの相関がある

と考えています。 

 それから、自分の考えを他人に説明したり文章に書いたりすることは難しいというグラ

フが３つ目にあるんですけれども、こちらも、難しいと強く回答した生徒は当然正答率が

低い傾向があると。１のちょっと色の濃い一番上のグラフですが、そういうところがござ

います。もちろん、難しいとは思わないと答えた４番の点々のグラフは正答率が高くなっ

ている、このあたり、授業改善のヒントが隠されているのではないかと思っています。 

 ２４ページから、学習時間帯、それから２６ページ、家庭学習の時間ですが、こちらは

当たり前のように、勉強時間が長いほど正答率が高いということがやはり出ています。ま

た、２５ページが、学習塾で勉強していますかという設問があるんですが、塾の利用につ

いてはあまり相関がないのかなと。塾を利用しているか否かで、平均正答率の差はあまり

見られないのではないかと思っています。 

 ２７ページは読書週間でございますが、ちょっとおもしろいのは、読書が好きですかと

いう問いと教科の相関ですけれども、国語については、読書が好きと回答した子どもの正

答率は高いんですけれども、算数、数学はあまり影響がないというか、必ずしも平均正答

率が高くないのではないかと考えています。 

 ２８ページからは基本的生活習慣でございますが、２９ページ、３０ページあたりはゲ

ームの使用時間であるとか、下の段は携帯、スマートフォン、インターネットの使用時間、

こういったものの使用時間が長い者ほどやはり正答率が低くなっているという、低下する

という傾向は変わらずございます。 

 ３１ページ、規範意識でございます。こちらは、３２ページの下のグラフに、学力との

相関という形でまとめをさせていただいております。これにつきましては、中学校におい

て特に、学校の決まりを守っているというところで肯定的回答と否定的回答をした生徒の

学力の差が大きいということで、顕著になっています。 

 ３３ページからは自尊感情でございます。こちら、相関については、３４ページの上の

グラフでございます。小学校では、４本の棒グラフの一番上、物事を最後までやり遂げて

うれしかったことがあるというような肯定的回答をした者の正答率が高くなっています。

自分にはよいところがあると答えた３つ目のグラフ、こちらについても、小中とも、肯定
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的回答の子どものほうが正答率が高い傾向が見られるというところです。 

 ３４ページ中段からは、家庭・地域・社会とのかかわりでございますが、こちらについ

ては、３５ページの中段ですが、地域や社会に起こっている問題や出来事に関心があると

肯定的回答をした生徒のほうが、平均の正答率が高い傾向にあるということが出ておりま

す。 

 ３５ページ、学校生活ですが、３６ページの中段、設問は一番上です、授業中わからな

いことがあったらどうすることが多いですかというようなところの分析の中で、自分で調

べると回答した児童生徒が当然ながら正答率が高くなって、右の縦の棒グラフで、６番の

ところが小中とも高くなっております。 

 ３６ページの下の段は、当たり前ですが、全体的には、肯定的回答をした者のほうが正

答率が高いというのが全体の傾向でございます。 

 ３７ページ。児童生徒質問紙と学校質問紙の比較でございますが、こちらについては、

児童生徒と教師の間で、目当て、振り返りの意識の差は、相変わらず乖離の差はあるんで

す。学校は、こういった目当て、振り返りをきちっとやっていますよって言っているんで

すけれども、子どもたちの意識の中では８０％後半、振り返りでは７０％程度というよう

な形で乖離はありますけれども、全国との意識の差は縮まっているので、授業改善の成果

が少しずつ出ているのではないかと考えています。 

 ３８ページからは、学校質問紙の４年間の経年の変化の状況ですが、大きく右肩上がり

というか、全国と比べてよい方向になっているものだけご紹介します。 

 ３８ページの中段、これは新しい設問なんですけれども、道徳の時間において児童生徒

がみずから考え話し合う指導をしましたかというのを肯定的に回答している学校が、全国

と比べて多うございます。 

 ３９ページです。 

 国語の指導方法ですが、４０ページの一番上のグラフ、書く習慣をつける授業を行いま

したかというのが、小学校において半数の学校が、そういった指導をしていると強く答え

ていただけるような状況が見受けられます。 

 それから、めくっていただいて、４１ページのコンピューターを活用した教育につきま

して、一番下の棒グラフになるんですが、算数、数学の授業においてコンピューター等の

通信技術を活用した授業を行いましたかについては、小中とも全国を大きく上回るような

肯定的回答になっているということで、算数、数学についてのＩＣＴの活用が定着してき
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ているのではないかと思っています。 

 それから、４２ページの規範意識ですが、中段の真ん中のグラフ、調査対象学年の児童

生徒は授業中私語がなく落ちついていると思いますか、これについては、中学校が６３.

６％がそうであるという強い肯定的回答をしておりますので、特に中学校の全体的な落ち

ついた学習がなされていることが、ここからも確認できると思います。 

 あと、４２ページの地域人材の活用については、４３ページのグラフでございますが、

一番上、地域人材を外部講師として招聘した授業を行いましたか、これは小学校ももちろ

ん全国より高いんですが、中学校も大きく伸びていまして、地域人材を活用した授業はか

なり進んでいるというようなところがわかります。 

 ４３ページはちょっと新しい考え方で、カリキュラムマネジメントとタイトルをつけて

まとめましたけれども、一番下の表ですが、全国と本市の肯定的回答、そう思うとそう取

り組んでいると強く回答したところだけ比較をしたんですが、特にまだまだ課題となって

いるところは、教科横断的な視点で教育の内容を配列したりとか、教育課程を各教科の目

標や内容の相互関連がわかるように作成する、そういったカリキュラムマネジメントと呼

ばれる内容について、少しまだ肯定的回答の割合が低いので、このあたりについては今後

の新しい学習指導要領に向かっての１つの課題となっておりますので、この辺の指導、助

言はしていきたいと考えています。 

 ４４ページは、学力向上に関する全市的な取り組みの状況です。 

 平成２５年１月から学力向上のための４つの取り組みを推進してまいりましたので、そ

の観点から、４年間の経過について取りまとめをしたものでございます。取りまとめにつ

いては、４６ページの考察に簡単にまとめましたので、ご紹介をさせていただきます。 

 ４６ページの下、考察でございますが、取り組み１、全国学力・学習状況問題の活用、

これは過去問題を解くというのではなく、校内研で全員が解いたりして共通の認識を図る、

それから、学校全体で、日常の朝学習や帰りの学習等、それから授業の中でワークシート

的に活用することで、そういった教育活動の改善に活用していただいているというような

状況が進んでいます。 

 また、取り組み２、学調の趣旨を踏まえた授業改善につきましては、言語に関する能力

や、知識、技能を活用する能力の育成を目指して取り組みを進めている学校がたくさん出

てきている、当然のようにこういった活動は定着してきているというところです。日常的

に言語活動について話し合いを持って授業づくりを進めている、こういったところが進ん
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でいけるよう、今後も支援をしていきたいと考えています。 

 取り組み３の学習習慣の確立と学習補充の充実につきましては、小学校においては家庭

学習、中学校においては放課後や夏休み等の補充学習の取り組みを充実して行っていただ

いているという傾向がわかります。 

 取り組み４の小中連携は、学びの一体化につきましては、これまで平成１８年度から力

を入れて取り組んでまいりましたので、連携した取り組みは、４６ページの上の表にあり

ますが、全国と比べても高い数字、肯定的な回答、そう思うと答えていただいた回答数が

多くございます。ただ、グラフを見ていただくと、中学校の校長先生の自己評価はとって

も厳しくて、２８年、へこんでいるところがありますが、全体的には授業や取り組みは、

大きくこの４年間で改善されているものではないかと考えています。 

 ４７ページは、各質問紙の回答から見えてくる課題とその対応でございますが、その対

応につきましてご紹介をさせていただきます。 

 家庭学習につきましては、生活習慣と学力の関係はとっても大きいですので、４８ペー

ジにございます、テレビ、ゲームの時間、携帯電話、スマートフォンの使用、こういった

ところと含めて、引き続き家庭教育についての保護者の啓発を進めていくと同時に、宿題

の工夫等、家庭学習の内容について一層充実を図るような助言をしていきたいと考えてい

ます。 

 次の学習指導要領で中心となる、主体的、対話的で深い学びの視点で、４７ページの２

つ目の丸でございますが、学校質問紙のところで、習得、活用及び探究の学習を見通した

指導方法の改善や総合的な学習の時間において、課題の設定からまとめ、表現に至る探究

の過程を意識した指導については、肯定的回答の割合が全国よりも少し低くなっています

ので、次の指導要領に向けた授業改善を働きかけていきたいと思っています。 

 学習指導に関する指導の充実については、後から出てきますけれども、点の３つ目です。

小中とも学習意欲を高めるために、実生活における事象との関連を図った学びづくりを意

識させていきたいと思っています。 

 授業の目当てと振り返りの活動の徹底も同時に図っていきたいと思っています。 

 ４８ページ、地域や社会への関心につきましては、次の学習指導要領で、社会に開かれ

た学習課程の実現ということが求められています。先ほど、地域の人材を活用した授業も

中学校においてもたくさん実践されるようになってきましたので、このあたりの、学んだ

ことが自分の暮らしに生きていると実感できるような授業改善やキャリア教育、こういっ
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たものを推進していきたいと思っています。 

 学習環境の整備につきましては、一番下のところですが、落ちついた授業、ここは特に

中学校で定着しておるところでございますが、こういったものが学習の土台になっている

ことは否めないと思いますので、落ちついた学習環境づくり、特に小学校での改善につき

まして、指導、助言に入っていきたいと思っています。 

 ４９ページは、今後の取り組みでございます。 

 こちらにつきましては、主に学校においては、全市的な４つの取り組みについては今後

も継続をして進めていきたいと思っています。 

 ２番目の授業の目標、振り返り活動を取り入れた指導の徹底ですが、特に何を解決する

のか、どのように解決するのかという見通しを持った授業の取り組みというのはとっても

大事なのかなと。問題解決能力向上のガイドブックのプロセスの２のところをやはり大事

にしていく、見通しを持って解決の方法を考えさせる、そういった授業の仕方を指導、助

言していきたいと思っています。 

 ２つ目に、子どもたちが何を学んだか、できるようになったのかの実感を伴うような指

導の徹底を図りたいと思っています。 

 ３つ目ですが、学習内容の系統性、特に算数、数学は系統性がはっきりと見えているの

で、かなり改善が進んできたのかなとは思いますけれども、国語についてはちょっと曖昧

なところ、系統性という点では、到達目標とか系統性については少し曖昧な点がございま

すので、このあたり、小中の系統性を持った指導ができるような指導、助言をしていきた

いと思っています。 

 ５０ページでございます。ノートの指導の充実は、昨年度から取り組んでいただいてい

る学校が多くなってきています。自分の考えの過程がわかるというようなノートの指導に

ついては各校取り入れて、写真を撮ってよいノートを紹介したりという取り組みもたくさ

ん小学校を中心に進んでおります。中学校でも掲示物を見ることがありますので、この辺

についてはまた広げていきたいと思っています。 

 あと、教科の特質を踏まえた言語活動を取り入れた授業、これはアクティブラーニング

というところもございますが、このあたり、各学校が次の指導要領に向けた取組みを進め

ていただいているところを指導、助言を進めていきたいと思っています。 

 ６番は、実生活と実社会とのつながりを意識した学習の充実、これについては、別紙、

５１ページにまとめてあります。これにつきましても、学力向上の研修会のところで説明
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をさせていただきまして、学んだことが自分の生活に生きているということが実感できる

ような取り組み、カリキュラムマネジメントといいますか、教科横断的な取り組みに発展

していけるような考え方について、次の学習指導要領の先行実施に間に合うように進めて

いきたいと思っています。 

 長くなりましたが、この報告については以上でございます。 

○葛西教育長 全体の分析については今説明いただいたとおりでございますが、何かお気

づきになられた点だとか、ここにキーがあるんじゃないかとか、そういうご指摘がござい

ましたらよろしくお願いいたします。 

○松崎委員 いくつか、感想を含めてなんですけれども、まず１つ目、ちょっと質問なん

ですが、シラバスを保護者にも示すということをこれから取り組んでいこうかということ

だったんですが、中学校では今取り組んでいますよね。小学校では今までは全くそういう

のをいただいたことがなかったんですけれども、それは何か理由とかあったんですかね。 

○廣瀬指導課長 学習の指導と評価の一体化というところについては、これまでも進めて

おって、小学校にはシラバスの作成は求めておりませんが、小学校では、家庭学習の取り

組みについて、より具体的に進められるようなことをしてほしいということで、家庭学習

の手引を中心とした学習の支援という形で学校にはお願いをしておるところでございます。 

○松崎委員 そうすると、できましたらなんですけれども、やはり体系的に１年間で何を

学ぶかということを、保護者として知っていると大変助かるというか、家庭学習で毎日宿

題を持ってくるんですけれども、そのときそのときの対応で、今、この流れの中で一体何

を学ぶためにこれをやっているのかというのが全くわからないので、できましたら今後、

やはり中学校のように、あそこまできちっとしていなくてもいいんですが、表として１年

間、１学期はここまでですとかいうのをわかるものを配っていただけると大変助かるなと

思います。子どもに対しても、今、ここをやっているから、次、ここなんだからここをや

りなさいよということを親としても言いやすいので、ぜひともつくっていただけるとあり

がたいなと思います。 

 いくつか、ほんとうに素人目からして気がついたことなんですけれども、たくさんある

んですが、アクティブラーニングのことに関して今後も進めていくという四日市の考えな

んですが、この間、北里中学校を見せていただいたときに、やはりアクティブラーニング

を小学校でやるには、子どもたちも発言の場も増えますし、その辺の肯定的意識も高めて

いくのにはいいのかなと思ったんですが、中学校に関して言うと、ここの結果の中でもど
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ういう子の成績が、今回のテストの点がいいかといえば、自分自身しっかりと分析しなが

ら読めるとか、そういったところに重点を置く生徒が多くて、どちらかというとアクティ

ブラーニングというよりは、本人の意識とか、１人でじっくり取り組むことによって中学

校では成績がちょっと伸びるんじゃないかなという気もしましたので、一概にアクティブ

ラーニングというのを中学校でもどんどん増やしていこうというところはもう一度考え直

してもというか、効果的な使い方というのももう少し中学校では考えるべきじゃないのか

なと非常に、この間も見せていただいて感じました。 

 それとあと、小学校のところでいくつか。ローマ字の点数が今回とれなかったというと

ころなんですが、子どもに聞くと、３年生から徐々に習っているとは言っていたんですが、

やはり今後、英語教育に力を入れていくとか、ＩＣＴを子どもたちにもどんどん使わせて

いくという意味では、ローマ字については、もう少しきっちりと押さえていくべきではな

いかなと思います。英語教育やＩＣＴをやるのであれば、四日市の強みとして、ローマ字

は全員ができるということはやっぱりやっていかないと、ちょっと恥ずかしいかなという

気がしました。実際、子どもに聞くと、５年生なのにちっともローマ字がわかっていない

ところもあったりして、学校でどうしているのって聞いたら、特にテストもないし、３年

のときに表をもらって書く練習をしただけで、適当に打って、パソコンのときも何とかな

っているからということだったので、そのあたりはもう一度見直すべきではないかなとい

う気がしました。 

 それで、ほんとうに小学校の先生方に各教科の横断的なことを系統立ててとかいうこと

は、全ての科目を持っているだけにやりやすいという反面、なかなか時間もとりにくいん

じゃないかなというのも感じています。先生方、小学校では大変多忙であり、もちろん中

学もなんですけれども、いろんな科目を持つという、生徒の幼さというのもあって、非常

に多忙というのを子どもたちも感じているようで、それぞれの科目ごとにもう少し先生方

の担当をつけるなりして、全てを先生方がこういうカリキュラムマネジメントをしていく

というのはなかなか難しいんじゃないかなと思うんですが、どうなんですかね。子どもた

ちから見て、もう先生、忙しいから、そんなの無理だよっていつも言っていますので、そ

ういう子どもに見せるような状態では、いくら１カ月に１回、定刻に帰れる時間をつくる

というのをきのうもらって帰ってきましたけれども、なかなか難しいんじゃないかなと思

う一方、理解が進んでいる子と進んでいない子たちに対する援助というのも、もう少しき

っちりとやっていくべきではないかなと思います。 
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 うちの子に聞いていると、２８人中４人の子たちは宿題がいくら出ても全く出さないと、

３人は出したり出さなかったりで、これ、わかっていない子たちはどうしているんだろう

という。補助学習も特にないですし、そういう状況でやっぱりいってもいいのかなと。逆

にわかっている子たちは、こんな簡単な宿題、３０分で終わるじゃないって。できない子

たちは２時間かけてもできないって言っていますので、その辺の家庭学習の工夫も必要だ

と思いますし、わかっている子に対して、待っていなさいということが非常に多いみたい

なので、授業でわかっていたら、その分何かをもう少し与える努力、工夫をするとか、担

任の先生にお聞きしたら、わかっている子たちは、社会教育の意味で、待っていることも

大事だと言うんですけど、わかっていない子たちはあまり待っている時間はないわけです

し、いろいろと先生方に対して要求も親としてあるんですが、今後、点数は上げていくと

いう意味だけを見ても、余地があるというか、まだまだ工夫するところはあるんじゃない

かなと、今回、非常に詳しく分析をしていただいただけに感じることがありました。 

○廣瀬指導課長 アクティブラーニングの件でございますが、これにつきましては、指導

方針にも、基礎、基本の充実というのは一番に置いてあるところで、もうこれは外せない

というところで、それがあってのやっぱり学習の深まりが成立するものだと思っているの

で、ここはもちろん大切にしていくんですが、学びに向かう姿勢というのをきちんとつく

っていく、先ほどの授業規律のところでもそうですけれども、そして基礎、基本、そして

わかりたい、できたいという気持ちを高めていくことで、より深い学び、ここに協同的な

学習が成立するのだと思いますので、形だけのアクティブラーニングにはならないように

は進めていきたいと思っています。 

 それから、ローマ字ですが、パソコン入力するのに一番最初に入るのがどうも、平仮名

打ちのゲームか何かから入ってしまって、ローマ字打ちに変換されず、ずっと平仮名打ち

になってしまうというような学校もあると見受けられますので、どちらがいいのかちょっ

とわからないですけど、ローマ字入力というのも練習をしていくといいのかな、ローマ字

に触れる１つの方法かなと思うんですが、テスト的には、「リンゴ」というのが今年出た

んですけど、ローマ字変換をしている子は「ｒｉｎｎｇｏ」で「ｎ」を２つ打って間違え

ているというような事象が起きたり、英語を習っている子は「リンゴ」を「ａｐｐｌｅ」

って書いてバツになったりしているので、難しいところやと思うんですけど、そういった

触れる工夫というのはいろいろできると思います。あと、学校をいろいろ見ていただく中

で、たくさん階段に英語の単語やローマ字が張ってある学校もございますので、そういう
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ふだんから目に触れる掲示物であるとか、接する機会というのは工夫によってできるよう

に、いい取り組みは紹介を今もさせていただいておるところでございます。 

 あと、先ほどの、早くできた子と難しい子の対応については、少人数指導については本

市でも充実を図っておりまして、今度の指導方針にも書かせていただいたりしております。

ＴＴであったり習熟度別の学習であったり、さまざまな対応ができると思いますので、そ

のあたりはまた丁寧に、いい事例を紹介しながら取り組んでいきたいと。進んでいる学校

については、同じ教室の中でも習熟度に分けるというか、早く終わった子には違う課題を

出すというようなこともできますので、そういった指導の工夫というのは今後も広げてい

きたいと思っています。 

 あと、カリキュラムマネジメントというか、横断的とか系統性については、特に若い先

生たちには難しいと思うので、学年で意識をしたり、特に管理職が意識をしながら、この

授業とこの授業の関連性、先輩が意識しながらそういったものを説いていくというか、理

解をしながら進めていける教師を増やしていきたいと思いますので、そこは時間をかけて

進めていきたい。特におっしゃっていただいたように、一部教科担任制の導入であったり、

そんなところでお互い見えてくるところもあるかなと思いますので、この辺については事

例も紹介していきたいと思います。 

 また今年も、授業づくりヒント＆ポイントを２学期と３学期に、そういった少人数の事

例とかを取りまとめて出したいと思っていますので、好事例を紹介することで、授業の質

の向上に努めたいと思っています。 

○加藤委員 ここ数年の事務局挙げての努力で、いよいよ四日市も平均に近づいたという

ので、ほんとうにいい傾向でありがたいなというのが第一印象なんですが、これは今後ど

うしていくかというと、今、冊子として大きな分析はしていただいていますけど、いよい

よとなったら、やっぱり個々の学校の強みとか弱みを事務局としてしっかり捉えて、弱み

は強みに変えるような、強みをさらに伸ばすような、個々の手だてがやっぱり要るんじゃ

ないかなと思いますね。 

 だから、各学校の校長先生も、きっと今もビジョン等の聞き取りもやっていただいてい

ると思うんですけれども、自校のグラフを見て、まあ、こんなのですわって思ってみえる

校長先生もなきにしもあらずだと思いますし、やっぱり過去、ここ３年間、こんなふうに

取り組んできて、今の結果がこう出ていますと、今現状はこうですが、２年先にはきっと

こうなるはずですという確かな分析と見通しを持って、学校経営なりをやっていただくべ
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きと思いますし、また先生方がそういう方向に向かってみえる学校というのはきっと、子

どもの質がそもそもありますから、必ずしもトップを行くとは言いませんけど、やはりよ

い傾向が出てくるはずですので、やっぱり担当課である指導課や学校教育課が、そういう

あたりを、一方的に上からじゃなくって支援していくような手だてがあると、先生方がや

る気になっていただけるし、そして、その結果子どもたちも伸びますので、そのあたりが

いよいよここまできたら、次の手だてはそこなのかなと。 

 学校は学校で、学校全体のことを見ておってもだめで、やっぱり一人一人の子どもたち

の様子を見てとって、次の手だてを打っていただくような、そういう方向に向いていかな

いと、四日市は平均に近づいたから十分といって手を抜くと、次につながらないので、や

はり「輝く よっかいちの子ども」をどうつくっていくかという長期的なビジョンも大事

にしながら、今後も取り組みに精進いただくとありがたいなと思います。 

 ほんとうによかったと思います。ありがとうございます。 

○杉浦委員 なかなかすぐに効果が出にくい教育の効果とは言われてはおりますけれども、

やはり細かな分析とか、課題をしっかりと把握していただいての学力向上という結果にな

ったのではないかなと思っております。 

 ぜひお願いをしたいのが、本日の資料の４７ページのところで、各質問紙の回答から見

える課題と対応ということで、ほんとうに的確に課題もわかりやすくしていただいており

ますので、傾向で成果が上がったと思われるようなところには引き続き強化して維持して

伸ばしていきつつ、しっかりと１つずつ課題をフォローしていただくと、さらにまだ伸び

が期待できるのではないかなとも思いました。 

 自尊感情と学力というような分析の中でよく、自分がいいところがあると思う自尊感情

を持っていると学力も上がるというような書き方をされている分析は結構あるんですけれ

ども、逆もあるのかなと。勉強ができるから自尊感情が高まっているというような子ども

たち、やっぱり多いと思うんですね。家庭にしても、学校の現場にしても、褒めてもらえ

る１つの大きな要因に成績というものがあると思いますので、やはり学力の向上が自尊感

情の高まりにつながるというようなことが、特に低学年ほどあるのではないかとも思いま

すので、プラスのスパイラルになるように、ぜひお願いをしたいと思います。 

 あと、先ほど松崎委員からご指摘があったカリキュラムマネジメントの件について、も

うこれはほんとうに素朴な質問で、私の不勉強で申しわけないんですけど、大学とかです

と、私のいるところだと、カリキュラムマップというような名称で、それぞれの担当科目
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の教員が、学びのステージに合った目的とかカリキュラムマップを入学から卒業までに可

視化できるように毎年つくり、学生にも提示をし、それに基づいて履修登録を計画的にす

るというようなところで使っておるんですが、ただ、大学は独自に科目も変えられますし、

裁量が大学ごとによってありますので、そういうのをつくらざるを得ないと思うんですが、

小学校、中学校というのは義務教育で、何年生のときにこの科目で何々を教えるというこ

とを国が決めて、教科書もそれに従ってつくられているということからすると、このカリ

キュラムマネジメントのところで書かれている教育課程表における相互関係というのは、

文科省から提示されているようなものがあっても不思議はないんですが、ないのかなとい

う感覚を持ちながら見ておったんですけれども、そういったものはないんですか。 

○加藤委員 あります。 

○杉浦委員 あるんですよね。その辺をどういうふうに現場の先生方は活用されてみえる

のかなという疑問があったんですが。 

○廣瀬指導課長 先ほどの松崎委員もおっしゃっていただいたとおり、現場の教師は多忙

なところがあって、明日の授業とか、この子、どうしようというようなところでやってい

るのが現実だと思うんですけど、それぞれそういうカリキュラムマップみたいなのをつく

ると大変なんですが、今、手始めにＥＳＤのカレンダーをつくることで環境教育において

の相互関連というのは、一定、今年置いてみました。 

 あと、もうちょっと充実させたいのは、キャリア教育において、中学校区で系統性を持

った教育計画を立てているんですけれども、そこのところをもう少し精度を高めることで、

学びということについての数字がもうちょっとできていくのかなというのは、個人的にも

考えているところです。 

 それから、指導計画、例えば道徳であったり人権であったり、それぞれ指導計画を立て

て教育委員会に提出をしているわけなんですけれども、学校によっては担当が書いて、職

員会議で全部共通認識はするんですけれども、担当がつくって、横のつながりに少し欠け

てしまうところがあることについては、指導課としても、集めるだけではなくて、相互関

連が図れるような何かの手だてはしていかないといけないと今考えていますので、次年度、

そういった教育計画を集めるときに相互関連が図られるという意識が見えるような方法を

工夫しないといけないのかなと考えています。 

○杉浦委員 指導計画はそれぞれの先生方が、目の前にいる生徒たちに合わせてつくると

思うんですが、全体的な教育課程表の関係というのは、文科省から示されたものはあるん
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ですよね。 

○加藤委員 大枠では全部、学習指導要領の中に示されていますので、あとは四日市がど

んな教育を、力点を置いてやっていくかというのは各学校の計画であり、四日市の大きな

ビジョンになってくると思いますので。 

○杉浦委員 先生方オリジナルのものを全てつくるとなると、やっぱり大変ではあると思

うんですが、自分の科目を教えるに当たって、そういう既存のものを見るという習慣とい

うのは、何かそこを見ていただくと随分と、まずは違ってくるのかなと思うんですけれど

も。 

○葛西教育長 教育監、そのあたり、どうですか。中学校と小学校と随分違うように思い

ますけどね。 

○吉田教育監 １つは、私が思うには、学習指導要領という大きなバイブルみたいなもの

があります。あれは最低限の目標になっていますので、それ以上のものを目指していくと

いうことで、各学校が取り組んでいただいていると思うんです。その中で、小と中ではや

っぱり大きく違いまして、私は、松崎委員もおっしゃってみえましたけれども、発達年齢

に応じてのところもあるんですが、学習の内容の深まりということを考えると、本来は専

科の教員が小学校にも配置をされて、それでシラバスがつくられるというならわかるんで

すけれども、全て１人の担任が任されて、それの全てのシラバスをつくるというのは、私

は不可能に近いと思います。ひな形を幾らつくっても、それは形だけであって、それが実

を持った計画になるのかなというと、私は大変心配をすると思っています。 

 逆に、私は小学校の勤務がないので具体的にはなかなか言えませんが、少なくとも教科

で集まったときに、その辺の系統性というのを確認しながら、こうやって進めていこうと

いうことでやっていくというのが一番の手だてかなと思います。中学校でも、各学年でシ

ラバスも示されていますが、教科部会というのがありますので、教科の中でも、こういう

ふうにしていこうねというようなことで確認をしながら進めていくという、そういう流れ

があります。このカリキュラムマネジメントという考え方も、かなり前からは潜在的には

あったんですが、重点的に出てきているというのは、近年だと私も思っていますので、こ

このところはこれから進めていかざるを得ないなというところは思っています。 

 少なくとも中学校のシラバスの件については、三重県からも、中学校のシラバスをつく

りなさいというような指導があって、四日市の場合は即対応して、シラバスをつくって、

子どもたちに配布したり、ＰＴＡ総会のときにお示ししたり、あるいはホームページに載
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せたりとか、そうやってきています。 

 ただ、小学校につきましては、やっぱり教科の自由度というのが非常にあって、それこ

そ横断的な内容で授業を組みかえていくとかいうようなことが、もちろん最低限学習指導

要領の部分はありますが、自由度という部分での、シラバスときっちり型にはめてやって

しまうということが、果たして今の小学校の学習について適切なのかな、どうなのかなと

いうのはちょっと感じます。 

 ただ、学校全体として何か地域の方々とともに作物を育てるための学習とかいうような

ことやと、もうきちっと示していくことができるし、それこそカリキュラムマネジメント

ということで横断的な理科や社会の要素も含めて、あるいは肥料をどうするかとか、算数

的なことも考えながらできると思うんですけれども、それを１つの表にまとめるとなると、

これはかなりの労力と、果たしてそれがほんとうにできるのかなというのが正直なところ

ありますし、文科省からそういう具体的な例というのは、私は見ていないんですけれども。

指導課長、そういった例は文科省から出ていましたでしょうか。 

○廣瀬指導課長 例えば算数でこんなことにも使えますよとか、カレーライスの例がここ

にもございますけれども、そういう授業の中で生活に返すというのは指導事例の中では出

ていますけれども、あとは工夫によるところが大きいのかなと思っています。 

○吉田教育監 ですので、その辺は、全国の中でもやっぱり北から南までの地域性もあり

ますし、一律に示しにくいところはあるのかなとは思っています。ただ、私は松崎委員と

は同意しているんですけど、指導課長のときに、中学校はシラバスがあるんだけど小学校

にシラバスがないのは、できないんだったら、せめて学習の手引というのをきちっと各学

校でつくってくださいと。それをちゃんと示してくださいと。学校だけでの習得は無理で

すから、反復スキルを充実させるためのやっぱり家庭との連携を図ってくださいというこ

とで、手引を作成するように依頼をして、ここのところに来てかなり定着も図られて、示

されているところだと思いますので、個々のところで、あってはいけないことでしょうけ

れども、あまりうまくない指導も現場としては時としてあると思いますので、そこら辺は

ご指摘を真摯に受けとめながら、改善に努めていきたいなと思っています。 

○葛西教育長 小学校の場合は、先生方の研修と、それから学力をどうつけるかというこ

とを一体化させていくというような考え方で、例えば問題解決をする力がある、そういう

子どもたちをつくりたいと思ったら、まず問題を見つける力だとか、それから筋道を立て

る力だとか、それから比べたりだとか、因果関係を調べたりだとか考えたりという、そう
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いう力をつけたい。国語科で、算数科で、理科で、社会で、どういう力をつけていくのか。

その力をつけるときにはどの教材を使ってやるのかと。 

 小学校の場合は、地域へ出て学習することが多いですから、例えば農業だったら、ここ

の地区のこの農業をだとか、理科だったらこの川の流れでやろうだとか、そこでそういう

気づく力だとか追求する力をつけていこうかと。主に重点的なところを絞って、それに付

随する単元だとか教材なんかを置いて、それで１年間通して見ていこうという流れが四日

市の小学校では多かったんじゃないかなと思っています。 

 これはもう既に、昭和５０年代の後半ぐらいから行われていまして、総合的な学習が出

てきたときに、総合的、横断的な学習というようなことも言われましたものですから、横

断的に各教科をどう見ていこうかという、そういう提案も文科省からなされたんですけれ

ども、今、やはりまだそこまで行っていなくて、今回のテーマが社会に開かれた教育課程

ということで、より広く社会の中からの素材を扱っていこう、それから教科を関連させて

いこうという、そういうところがポイントになってきたと。指導課長や教育監が言われた

ような、そういう視点を大事にして、各学校でこれからこのことについて少しずつ取り組

んでいくというのが現状じゃないかなというようなことを思っています。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、引き続き各小中学校の個別の状況についても報告をお願いしたいと思います

が、学校別の成績につきましては公開しておりませんので、非公開にて報告いただく必要

があると思います。また、報告終了後は、さきにお諮りしました非公開の案件となります

ので、これより非公開にて行いたいと思いますが、いかがでしょうか。よろしいでしょう

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○葛西教育長 それでは、ご異議ないようですので、非公開といたします。 


